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大正２（１９１３）年、日本で初めて、女性の大学生となった３名のうちの

一人、黒田チカ氏に係る関係資料が、母校である本学に寄贈されることとなり

ましたので、お知らせします。 
寄贈に係る経緯・資料は、別添を参照下さい。 

 
なお、今年（２０１３年）は、女子学生入学から１００周年を迎えるにあた

り、本学で記念シンポジウムを開催することとなり、そのなかで本学に貴重な

資料を寄贈いただきました黒田チカ氏の義理の孫にあたる黒田光太郎氏に感謝

状を贈呈することとなりましたので、シンポジウムの開催につきましても、併

せてお知らせいたします。 

 
○添付資料 
 ・黒田チカ氏とその資料 
 ・東北大学女子学生入学１００周年記念シンポジウム（チラシ） 

 

 
黒田チカ氏に係る関係資料の寄贈について 

（本件連絡先） 

○東北大学総務部総務課（小野寺・菊地）

電話：０２２－２１７－４８１１ 

メール：danjyo@bureau.tohoku.ac.jp 

○東北大学史料館（永田） 

 電話：０２２－２１７－５０４０ 

 メール：hide-n@library.tohoku.ac.jp 



黒田チカとその資料 

 大正２年（１９１３）に日本初の女性大学生の一人として東北帝大に入

学し、その後大正から昭和にかけてわが国女性化学者のパイオニア的存在

として活躍した卒業生・黒田チカ（１８８４－１９６８）の関係資料が、

このほどご遺族から本学に寄贈されることになりました。 

 黒田チカは佐賀県の生まれで、佐賀師範学校・東京女子高等師範学校（お

茶の水女子大学の前身）を卒業。その後東京女高師の助教授に就任します

が、女高師の講師であった長井長義東京帝大教授の強い勧めもあり東北帝

国大学を受験し合格、丹下ウメ・牧田らくとともにわが国初の女性大学生

として入学しました。 

 大学では戦前期の日本を代表する有機化学者・眞島利行の指導を受け、

大正５年（1916）卒業にともない日本初の女性学士となりました。卒業後

も二年間東北帝大で研究を続け、その後母校東京女子高等師範学校の教授

に就任。大正 10（1921）年からは文部省外国留学生として英国オックス

フォード大学に 2年間留学し、帰国後の大正 15 年(1926)からは恩師眞

島が研究室を持つ理化学研究所の研究員もつとめました。昭和4年（1929）

には紅花の色素カーサミンの研究により東北帝国大学から理学博士の

学位を授与され、わが国２番目の女性理学博士となっています。その後

も様々な天然色素の研究で成果をあげ、また多くの後進を育てています。

戦後、お茶の水女子大教授、日本婦人科学者の会の名誉会長もつとめま

した。 

 今回本学に寄贈されることとなった資料は、幼少時代から昭和３８年

の逝去までの彼女の生涯にわたる資料が含まれ、恩師真島利行ほか周囲

の様々な人々との間でやりとりした大量の書簡類、写真、数多くの研究

ノート、研究室で着用していた実験着などなど、明治から昭和という時

代を生きた一人の科学者、一人の女性の全体像を知ることが出来る、大

変貴重な資料群です。 

 黒田チカ資料は、今後東北大学史料館が保存管理し、整理が完了次第

一般に公開する予定です。※写真はすべて今回の寄贈資料 

 

 

 

黒田チカ(大正５＝1916 年)

高等小学校時代の賞状 

黒田の研究ノート 






